
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

一般社団法人 

事務局だより 
２０２１年度 

（通算 NO‘１４） 

般社団法人 ２０２１・5・30 

般社団法人 

〇 国立美術館での７４回展終了報告 
○ 畠山理事ご逝去のお知らせ 
○ 今後の予定 
 
 
 

裏面 〇＜特集１＞ 巡回展報告 
〇＜特集２＞ 出品作品を解説           

 
 
 
残念なお知らせです。畠山先生がお亡くなりになりました。絵に対

し真摯に向き合う姿勢は非常に気高いものがありました。 

暑くなりました。コロナ対策油断しないでください。 

 

. 
般

社

団

法

人 

 

三
月
三
一
日
に
開
会
し
た
七
四
回
展
、
静
か
に
静
か
に
一
三
日

間
を
経
過
し
て
、
四
月
一
二
日
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
行

っ
た
取
り
組
み
と
い
え
ば
、
三
一
日
の
表
彰
式
だ
け
、
出
品
者
懇
親

会
も
、
閉
会
・撤
去
後
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
付

で
の
招
待
券
の
捥も

ぎ
り
も
、
人
の
集
ま
る
早
見
表
の
掲
示
も
省
略
、

来
賓
者
の
事
務
室
で
の
接
茶
も
な
し
、
当
番
の
昼
食
時
の
お
茶
の

給
仕
も
な
く
し
ま
し
た
。 

全
て
が
、
省
略
、
簡
素
化
の
展
覧
会
で
し
た
。 

例
年
の
半
数
位
の
お
客
さ
ん
を
無
言
で
出
迎
え
、
静
か
に
鑑
賞

さ
れ
る
の
を
見
守
り
、
お
帰
り
に
な
る
の
を
無
言
で
見
送
る
展
覧

会
で
し
た
。 

全
国
で
制
作
し
て
い
る
示
現
会
の
仲
間
と
の
一
年
ぶ
り
の
邂
逅

も
、
お
互
い
の
作
品
の
評
し
合
い
も
な
い
静
か
な
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
展
示
会
も
あ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
祭
り
騒

ぎ
で
は
な
く
、
一
点
一
点
の
作
品
に
対
峙
し
て
、
心
い
く
ま
で
語
り

掛
け
、
作
品
の
発
す
る
言
葉
に
聞
き
入
る
展
覧
会
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

第７２回示現会出品作品  画帳８４ 知床夏  

 

１９３４年 宮城県に生まれる 

楢原健三先生に師事 

１９６７年 示現会佳作賞 

１９７１年 示現会会員 

１９７７年 日本山林美術展 会員 

２０１０年 示現会監事 

２０２０年 示現会理事 

 

 

自然を愛し、風景画家として確固たる画風を確立した

畠山新治先生でした。豪快な風格でお酒を愛し、写生

会では、盃を片手に夜が明けるまで絵の話をされまし

た。 

監事、理事として１０年余示現会、発展に寄与されまし

た。心からお悔やみ申し上げます。 

畠山新治理事 

ご逝去のお知らせ 
 

病気療養の甲斐なく本年 

 ５月９日永眠されました。 

享年８４歳  

展
覧
会
事
務
責
任
者 

 

井
上 

武 

四
月
二
十
一
日
、
兵

庫
展
を
皮
切
り
に
第

七
十
四
回
示
現
会
展

の
巡
回
展
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
十

四
会
場
で
開
催
さ
れ

る
計
画
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感

染
が
続
き
、
厳
し
い
状

況
と
い
う
こ
と
で
、
五

月
二
十
五
日
か
ら
の

「
北
九
州
展
」
は
開
催

を
中
止
い
た
し
ま
し

た
。 今

後
の
感
染
の
様

子
に
よ
り
開
催
に
際

し
て
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
き
ま

す
が
、
巡
回
展
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
順
次
報
告
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

≪兵庫展≫ 
4月 21日（水） 
～4月 25日（日） 
兵庫県立美術館王子分館 
原田の森ギャラリー 
 
≪福岡展≫ 
5月 11日（火） 
～5月 16日（日） 
福岡市美術館 
 
≪熊本展≫ 
５月 18日（火） 
～５月 23日（日） 
熊本県立美術館分館 
 
≪北九州展≫ 
５月 25日（火） 
～5月 30日（日） 
北九州市立美術館 
黒崎市民ギャラリー 
 
 

 

≪和歌山展≫ 
６月 2日（水） 
～６月 7日（月） 
和歌山県民文化会館 
 
≪徳島展≫ 
６月 11日（金） 
～６月 15日（火） 
あわぎんホール 
(徳島県 
郷土文化会館３F) 
 
≪山形展≫ 
６月 30日（水） 
～７月 4日（日） 
山形美術館 
 
≪名古屋展≫ 
７月 13日（火） 
～７月１８日（日） 
愛知県美術館 
 

 
≪岐阜展≫ 
11月 9日（火） 
～11月 12日（金） 
ぎふメディアコスモス 
 
≪福井展≫ 
12月１日（水） 
～12月５日（日） 
福井市美術館 
 
≪金沢展≫ 
2022年 
１月 19日（水） 
～1月 23日（月） 
石川県立美術館 
 

 

≪青森展≫ 
７月 28日（水） 
～8月 1日（日） 
青森市民美術展示館 
 
≪京都展≫ 
８月 31日（火） 
～9月 5日（日） 
京都市京セラ美術館  
 
≪長岡展≫ 
10月 10日（日） 
～10月 16日（土） 
長岡市美術センター 
 

 

 北九州展は中止
となりました 

 

会場 銀座アートホール 期日 ８月２４日（火）～８月２９日
(日)  
 

 

６月の研究会には、全国から69名の参加がありました。 
引き続き７月の研究会の案内です。皆さんの参加をお待
ちします。 

 

受付締め切り ７月１２日（月）  研究会７月１８日 
 

出品者８３名が決定しました。案内状等は、コロナの状況
をみて、配布いたします。詳しくは、後日この事務局だよ
りでお知らせいたします。 
 

今後の予定 

美術雑誌、「美術の窓」６月号に第７４回示現会
展の作品を「公募展だより」で１３９点を紹介して
おります。 
同時期に開催しました創元会展、水彩連盟展、
又、光風会展等の作品も見ることができます。 
 

 



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７４回示現会展の巡回展が始まりま
した。 
まだコロナ禍がおさまらない状況の
中での開催ですので、支部ではいろ
いろと苦心されているようです。 

 
コロナ感染者の多い兵庫ですが、コロナ対策をしっかり

行いながら第７４回示現会兵庫展が４月２１日から始まりま

した。 

初日のようすから入場者は例年の半分くらいと読んでい

ましたが、緊急事態宜言により最終日の２５日から会場が閉

館となり、半数にも満たない５４３名にとどまりました。しか

し、たとえ４日間であっても兵庫展が開催でき、多くの方々

に作品を鑑賞していただけてよかったと思っています。 

そして、支部公募展の「芹生賞」に初代支部長芹生政夫

先生の奥様が百歳というご高齢にもかかわらずご家族と共

に賞状授与に来ていただけたこと、初日に京都支部長荒井

まき子先生が激励に来ていただいたこと等、本当にありがた

い兵庫展でした。（兵庫支部長 高見雅博） 

福岡県が５月１２日から自粛宣言発令予定の中、１１日（火）

「一日だけの開催なんて」等の意見がある中で美術館が開館して

いる限り開催の方向でと決心しており、悩みましたが来場者が無

くても、一日だけの開催の為にと１０日（月）業者と係のみで飾付

強行の最中、入場料有料展のみ１６日（日）までの開催許可が下

りました。 

不安な意見が続く中、久留米支部の当番も遠慮頂き、福岡支

部の来られる人のみで一週間を乗り切りました。宣言下にも拘ら

ず入場者は例年に比べ微々たるものですが足が止まることはな

く、１０５０人の来場者でした。お陰でゆったりと鑑賞でき、自画自

賛ですがいい雰囲気の会場でした。久しぶりの充実感を味わって

います。来年はお客様でいっぱいの会場になる事を祈るばかりで

す。（福岡支部長 瀧井利子） 

  

涸沢槍 

阿蘇 

錦
織
重
治
（
常
務
理
事
） 

 

山
は
、
そ
の
ま
ま
描
写
す

る
だ
け
で
は
作
品
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
と
め
上
げ
る
前
に

そ
の
周
辺
を
め
ぐ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
面
か
ら
検
討
し
ま

す
。
一
面
を
眼
で
眺
め
る
だ

け
で
は
表
現
の
足
し
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
の
こ
だ
わ
り

は
実
際
に
そ
の
場
に
立
っ
て

空
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
か

ら
を
心
情
と
し
て
い
ま
す
。  

 
 
 

今
回
は
登
山
家
の
評
価
、
感

想
を
聴
く
こ
と
が
目
的
で
し

た
。
憧
れ
の
奥
上
高
地
で
す
。 

河
童
橋
か
ら
更
に
奥
へ
、

明
神
池
・徳
沢
を
経
て
そ
の

先
、
横
尾
山
荘
ま
で
４
時
間
。

横
尾
山
荘
で
一
泊
。
翌
朝
、

穂
高
連
峰
を
東
側
か
ら
巻

き
込
む
急
登
コ
ー
ス
（
標
高

差

7
0
0

ｍ
）
、
実
に
５
～
６
時

間
。
や
っ
と
の
思
い
で
到
着

の
涸
沢
カ
ー
ル
で
す
。
涸
沢

ヒ
ュ
ッ
テ
で
２
泊
し
て
、
ス
ケ

ッ
チ
し
た
も
の
を
下
絵
と
し

て
描
い
た
「
北
ア
ル
プ
ス
南

部 

涸
沢
岳
の
槍
（
標
高

3
,110

ｍ
）」
で
す
。 

山
岳
風
景
画
の
特
殊
性

と
し
て
鑑
賞
者
の
立
場
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
山
を

愛
す
る
人
か
ら
す
る
と
山
の

雰
囲
気
が
描
け
て
い
る
こ
と

が
第
一
条
件
だ
か
ら
で
す
。 

理
解
を
深
め
自
分
の
表

現
の
足
し
に
な
る
も
の
を
引

き
出
す
た
め
に
。 

【取
材2

0
19
.7
.13

-
18

】 
 

 

小
材
啓
治
（
理
事
） 

 

「
阿
蘇
」
を
描
い
て 

こ
こ
数
年
私
た
ち
は
震
災
や

水
害
や
自
然
災
害
に
翻
弄
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
自
然
の
も
つ

力
を
こ
れ
で
も
か
と
見
せ
つ
け

ら
れ
る
。
傲
慢
な
人
間
を
あ
ざ

笑
う
か
の
よ
う
な
自
然
の
力
で

あ
る
。 

古
来
人
間
は
人
の
力
の
及
ば

な
い
も
の
を
神
と
し
て
祈
り
の

対
象
と
し
た
。
自
然
の
猛
威
に

ひ
れ
伏
し
、神
に
涙
し
て
祈
り
、

逃
げ
回
っ
て
神
の
怒
り
の
治
ま

る
の
を
じ
っ
と
耐
え
て
待
っ
た
。

そ
の
恐
ろ
し
さ
に
恐
れ
お
の
の

き
、
人
間
の
小
さ
さ
や
弱
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
畏
敬

の
念
を
も
っ
て
自
然
と
接
し
て

き
た
。 

熊
本
震
災
の
後
、阿
蘇
の
噴

火
と
続
い
た
が
や
っ
と
穏
や
か

に
な
っ
た
。
雄
大
な
阿
蘇
に
立

つ
と
、光
や
風
や
に
お
い
や
色

や
音
や
五
感
に
感
じ
る
も
の
す

べ
て
が
人
間
の
小
さ
さ
と
傲
慢

さ
を
ド
ー
ン
と
教
え
て
く
れ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
億
年
、万

年
の
悠
久
の
時
の
流
れ
が
阿
蘇

の
す
べ
て
を
造
っ
て
い
る
。
ま
さ

に
神
の
仕
業
で
あ
る
。 

 

今
回
、そ
の
大
き
な
阿
蘇
の
雄

大
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
が

難
し
か
っ
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
１
・４
・１
９ 

 
  

渡
邉
良
一
（
理
事
） 

 

写
生
地
真
鶴
岬
は
東
京
か
ら

快
速
に
乗
れ
ば
宿
ま
で

1

時
間

半
も
あ
れ
ば
行
き
着
く
と
こ
ろ

で
す
、
絵
描
き
な
ら
一
度
は
出

か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
場
所
に
行
き
た
い
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
示
現
会

に
出
品
始
め
た
こ
ろ
創
立
会

員
、
石
川
寅
治
先
生
の
（
三
つ

石
、真
鶴
港
）黒
線
で
淵
と
ら
れ

た
赤
褐
色
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

光
安
浩
行
先
生
は
（
真
鶴
漁

港
）
黄
緑
の
海
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て

い
る
。
い
つ
か
自
分
も
先
生
方

の
様
な
独
特
な
表
現
で
描
け
た

ら
い
い
な
と
思
い
頑
張
っ
て
描

き
示
現
会
に
出
品
し
ま
し
た
。 

遠
近
感
技
法 

寒
色
は
遠
方
、
暖
色
系
は
近
い

と
こ
ろ
、遠
方
は
彩
度
落
と
す. 

 

遠
方
は
小
さ
く
、
近
場
は
大
き

く
な
る
。
（
ほ
と
ん
ど
使
わ
な

い
が
） 

混
色 

３
色
以
上
混
色
し
て
も
濁
ら
な

い
、配
色
、色
面
、
明
暗
、ア
ク 

セ
ン
ト
、
キ
ャ
ン
バ
ス
上
で
色 

を
作
り
バ
ル
ー
ル
よ
く
考
え 

構
成
す
る
。 

 

真鶴漁港 

スケッチ F6 

準
会
員
賞 

石
橋 

清
市 

会
友
賞 

 

陶
山 

高
義 

佳
作
賞 

 

宮
崎 

和
美 

佳
作
賞 

 
橋
本
ち
づ
子 

現
寿
賞 

 
渡
邊 

英
磨 

隈
丸
千
代
ノ 

石
井 
邦
光 

篠
原 

裕
輔 

三
輪
喬
一
郎 

中
島 

久
輔 

 

会
員
推
挙 

久
保
地
誠
市 

中
島 

久
輔 

長
沼 

修
作 

西 
 

和
博 

野
見
山
弘
次 

原 

三
技
子 

佐
藤 

正
子 

準
会
員
推
挙 

久
保 

敦
子 

陶
山 

高
義 

富
松
眞
由
美 

長
門
石
初
子 

橋
本
ち
づ
子 

会
友
推
挙 

平
川 

雅
子 

光
瀬 

健
徳 

一
ノ
瀬
尚
文 

平
川 

恵
三 

役員が７４回展で展示された自身の作品を解説いたします。作品は巡回展でご覧に
なることができます。どのような場所をどのように思い、作品として昇華させたの
か等、皆さんの今後の制作の参考になる言葉を見つけていただきたいと思います 

特集２ 


